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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 14,753 8.5 △595 ― △513 ― △325 ―

23年3月期第2四半期 13,601 6.3 △629 ― △514 ― △441 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △379百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △533百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △10.51 ―

23年3月期第2四半期 △14.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 29,295 13,703 46.1
23年3月期 34,211 14,020 41.0

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  13,516百万円 23年3月期  13,166百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
24年3月期 ― 4.00

24年3月期（予想） ― 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,750 13.5 830 29.3 800 △8.1 490 8.2 15.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

（注）詳細は添付資料P.2「2．サマリー情報（その他）に関する事項 （1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は添付資料P.2「2．サマリー情報（その他）に関する事項 （2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P．2「1．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 31,013,189 株 23年3月期 31,013,189 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 67,277 株 23年3月期 67,025 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 30,946,035 株 23年3月期2Q 30,948,375 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による落ち込みからは回復傾向にある

ものの、欧州の金融不安や米国の経済減速などを背景に長期化する円高にさらに拍車がかかり、より一層先行き

が不透明な状況で推移しました。 

 このような状況のもと、当社グループでは、当年度を初年度とする新中期経営計画「グローバルＡＤ」の重点

施策および目標数値の達成に向けて全社をあげて取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は21,352百万円（前年同期比35.5％増）、売上高は14,753百万

円（前年同期比8.5％増）、受注残高は29,107百万円（前年同期比11.9％増）となりました。 

損益面においては、第２四半期までに予定されていた案件が第３四半期以降にずれ込んだことによる減益およ

び円高による影響等があるものの、コストダウンへの取り組みの効果により、営業損失595百万円（前年同期は営

業損失629百万円）、経常損失513百万円（前年同期は経常損失514百万円）、四半期純損失325百万円（前年同期

は四半期純損失441百万円）となりました。 

セグメント別の概況は次のとおりです。 

環境装置におきましては、し尿処理施設災害復旧工事（気仙広域連合）および汚泥再生処理センター整備工事

（島根県安来市）、延岡市新最終処分場浸出水処理施設建設工事（宮崎県延岡市）の受注等廃棄物・リサイクル

案件およびユニチカ株式会社からの事業継承に伴う案件が寄与し、受注高は16,759百万円（前年同期比32.6％

増）となりました。売上高は、一昨年度受注の廃棄物処理施設建設工事の順調な進捗によって11,826百万円（前

年同期比18.7％増）になり、また受注残高は23,329百万円（前年同期比0.6％増）、営業損失は239百万円（前年

同期は営業損失479百万円）と損失額を減少することができました。 

産業装置におきましては、大型海水電解装置が低調でありましたが、加圧ろ過脱水機（フィルタープレス）の

受注が回復したこと等により、受注高は3,533百万円（前年同期比34.5％増）となりました。売上高は2,526百万

円（前年同期比9.5％減）、前期末に連続受注した中東向けの海水電解装置の大型案件を含めて受注残高は5,084

百万円（前年同期比96.6％増）、また円高による影響もあり営業損失は334百万円（前年同期は営業損失151百万

円）となりました。 

建設におきましては、前年度に予定されていた案件の受注が当年度にずれ込んだことにより受注高は1,059百

万円（前年同期比114.0％増）となりました。売上高は399百万円（前年同期比52.8％減）、受注残高は693百万円

（前年同期比182.5％増）、また営業損失は21百万円（前年同期は営業利益2百万円）となりました。 

 なお、当社グループの環境装置におきましては、売上高が通常第４四半期連結累計期間に集中するのに対し、

人件費その他の固定費は恒常的に発生するため、業績に季節的変動があります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間末の資産合計は29,295百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,916百万円減少し

ました。これは受取手形及び売掛金が減少したことが主な要因であります。 

負債合計は前連結会計年度末に比べ4,599百万円減少し、15,592百万円となりました。これは主に支払手形及

び買掛金並びに短期借入金の減少によるものであります。 

 また、純資産合計は主に利益剰余金の減少により前連結会計年度末から317百万円減少の13,703百万円となりま

した。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成23年５月11日に公表いたしました業績予想から変更

はございません。  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 なお、前連結会計年度において持分法適用関連会社であった日本サニタリー㈱の株式を追加取得したことによ

り持分が増加したため、第１四半期連結累計期間より連結の範囲に含めております。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出しております。  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,466 3,817

受取手形及び売掛金 16,726 11,602

商品及び製品 140 172

仕掛品 703 1,394

原材料及び貯蔵品 582 705

その他 2,022 1,209

貸倒引当金 △24 △24

流動資産合計 23,616 18,877

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,278 2,225

土地 6,322 6,357

その他（純額） 545 662

有形固定資産合計 9,146 9,245

無形固定資産 74 71

投資その他の資産   

投資有価証券 994 682

その他 401 441

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 1,373 1,100

固定資産合計 10,595 10,418

資産合計 34,211 29,295

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,619 8,828

短期借入金 2,650 1,050

未払法人税等 359 102

前受金 1,207 861

賞与引当金 701 747

その他の引当金 502 424

その他 1,250 629

流動負債合計 17,290 12,644

固定負債   

退職給付引当金 1,259 1,410

役員退職慰労引当金 46 70

負ののれん 113 －

資産除去債務 58 58

その他 1,422 1,409

固定負債合計 2,901 2,948

負債合計 20,191 15,592



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,835 1,835

資本剰余金 2,069 2,069

利益剰余金 10,068 9,619

自己株式 △26 △26

株主資本合計 13,946 13,497

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 73 19

その他の包括利益累計額合計 73 19

少数株主持分 － 186

純資産合計 14,020 13,703

負債純資産合計 34,211 29,295



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 13,601 14,753

売上原価 11,644 12,549

売上総利益 1,957 2,203

販売費及び一般管理費 2,586 2,798

営業損失（△） △629 △595

営業外収益   

受取利息及び配当金 11 15

負ののれん償却額 113 113

その他 33 29

営業外収益合計 158 158

営業外費用   

支払利息 4 2

為替差損 24 53

シンジケートローン手数料 13 7

その他 2 13

営業外費用合計 43 76

経常損失（△） △514 △513

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10 －

負ののれん発生益 － 230

特別利益合計 10 230

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 51 －

段階取得に係る差損 － 114

固定資産除却損 14 －

その他 － 2

特別損失合計 66 116

税金等調整前四半期純損失（△） △569 △399

法人税等 △128 △73

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △441 △325

少数株主損失（△） － △0

四半期純損失（△） △441 △325



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △441 △325

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △91 △53

その他の包括利益合計 △91 △53

四半期包括利益 △533 △379

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △533 △379

少数株主に係る四半期包括利益 － △0



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △569 △399

減価償却費 232 197

負ののれん償却額 △113 △113

負ののれん発生益 － △230

段階取得に係る差損益（△は益） － 114

退職給付引当金の増減額（△は減少） 64 129

売上債権の増減額（△は増加） 7,452 5,168

たな卸資産の増減額（△は増加） △474 △845

仕入債務の増減額（△は減少） △4,641 △1,783

前受金の増減額（△は減少） 222 △346

法人税等の支払額 △135 △371

その他 △210 234

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,827 1,753

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △131 △226

グループファイナンスによる資金の増減 105 －

その他 △7 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △34 △302

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,000 △1,600

長期借入金の返済による支出 △70 －

配当金の支払額 △123 △123

その他 △11 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,204 △1,737

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △34

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,419 △320

現金及び現金同等物の期首残高 5,324 3,966

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,905 3,646



該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円）

（注）１．調整額はセグメント間取引消去額であります。  

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円）

（注）１．調整額はセグメント間取引消去額であります。  

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（重要な負ののれんの発生益） 

「環境装置」セグメントにおいて、当社は持分法適用関連会社であった日本サニタリー㈱の株式を追加

取得し連結子会社としました。当該事象による負ののれんの発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期

間においては230百万円であります。 

  

  

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
（注）２ 

環境装置 産業装置 建設 計

売上高             

外部顧客への売上高 9,961 2,793 847 13,601 － 13,601 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 11 37 49 △49 － 

計 9,961 2,804 885 13,650 △49 13,601 

セグメント利益又は損失

（△） 
△479 △151 2 △629 － △629 

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上

額 
（注）２ 

環境装置 産業装置 建設 計

売上高             

外部顧客への売上高 11,826 2,526 399 14,753  － 14,753 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －  2  51  54 △54  －

計 11,826  2,528 451  14,807 △54 14,753 

セグメント損失（△） △239 △334 △21 △595  － △595 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

生産、受注及び販売の状況 

 （受注高） 

（単位：百万円）

  

  （売上高） 

（単位：百万円）

  

（受注残高） 

（単位：百万円）

  

４．補足情報

区  分 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日  

  至 平成22年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日）

比較増減 

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

  至 平成23年３月31日）

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 増減率(％) 金額 構成比(％) 

 環境装置 12,642  80.2  16,759  78.5  4,117  32.6   25,079   74.5

 産業装置 2,626  16.7  3,533  16.5  907  34.5   7,443   22.1

 建  設  495   3.1  1,059  5.0  564  114.0   1,126   3.4

計  15,764   100.0  21,352   100.0  5,588  35.5   33,649   100.0

区  分 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日  

  至 平成22年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日）

比較増減 

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

  至 平成23年３月31日）

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 増減率(％) 金額 構成比(％) 

 環境装置 9,961   73.3  11,826 80.2   1,865  18.7   27,210   77.7

 産業装置 2,793  20.5  2,526  17.1  △267  △9.5   6,118   17.5

 建  設  847  6.2  399  2.7 △448  △52.8   1,690   4.8

計  13,601   100.0  14,753   100.0  1,152  8.5   35,020   100.0

区  分 

前第２四半期連結累計期間末 

(平成22年９月30日）  

当第２四半期連結累計期間末

（平成23年９月30日） 
比較増減 

前連結会計年度末 

（平成23年３月31日） 

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 増減率(％) 金額 構成比(％) 

 環境装置 23,179  89.1  23,329 80.1  150  0.6  18,366  81.7 

 産業装置 2,586  9.9  5,084  17.5  2,498  96.6  4,077  18.1 

 建  設  245  1.0  693 2.4  448  182.5  33  0.2 

計  26,011   100.0  29,107   100.0  3,096  11.9  22,477   100.0
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